






  神戸市文化奨励賞 
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45 歳（贈呈式 9/24 現在）  兵庫県西宮市 

           

 

 

 

 

 

 

業 績 

14 歳で母親から手渡されたドストエフスキーの『罪と罰』を読み、感銘を受け小説家を志す。大学卒

業後、尼崎市の福祉施設で契約職員として２年勤務。その後、建築・不動産業界で数度のリストラの危機

に遭いながらも創作活動を続け、2021 年に第 64回群像新人文学賞優秀作「カメオ」でデビュー。2024 年

７月、六甲山を舞台とする”純文学山岳小説”「バリ山行」で第 171 回芥川賞を受賞。細部を丹念になぞ

る描写で登山、とりわけ六甲山の魅力を伝える本作は、読書家のみならずアウトドア愛好家の間でも話

題を集め、受賞後は全国各紙への掲載や大手山岳雑誌で特集されるなど、魅力を全国に発信している。 

また、難解とみられがちな純文学の「おもろさ」を伝えたいと、「オモロイ純文運動」をコンセプトに

「純文学はひらかれていて、オモロイのだということを世間にわかってもらう文学運動」を掲げる。神戸

では「オモロイ純文運動×神戸文学館」として土曜サロンを開催するほか、全国各地で講演会等を開催。 

 

 

受 賞 歴 

「カメオ」 第 64 回群像新人文学賞優秀作（2021 年／令和３年） 

「バリ山行」 第 171 回芥川龍之介賞（2024 年／令和６年） 

茨城県特別功労賞（2024 年／令和６年） 

西宮市文化芸術特別賞（2024 年／令和６年） 

 

 

その他（現在、所属・就任している団体・役職 等） 

いばらき大使、ふるさと日立大使、日本文藝家協会所属 

 

 

撮影：嶋田礼奈 










